大型・中型免許取得助成金交付要綱
公益社団法人 島根県トラック協会
（目　的）

第１条　この要綱は、公益社団法人島根県トラック協会（以下「協会」という。）の会員（賛助会員含む）事業者（以下「会員事業者」という。）が従業員(運転者及び将来運転者になる者(以下「従業員」という。）に大型免許、中型免許を取得させた際の教習料の一部を助成することで、トラックドライバ―の確保を促進し、安心、安全で安定した国内物流の維持・発展を資することを目的とする。
（助成対象）
第２条　助成の対象は、会員事業者が従業員の大型免許・中型免許の免許取得のために島根県内外の自動車教習所等で係る費用に対して助成を行うものとする。
(1)協会の会員事業者であること。
(2)当該従業員が、当該年度の４月１日以降に、島根県内の自動車教習所等を活用して大型・中型免許を取得し、その費用の全額を当該事業者が負担していること。但し、特例教習については、島根県外も対象とする。
(3)当該従業員が、助成金請求時に当該事業者に在籍していること。
（助成金の交付額）

第３条　協会は、大型・中型免許取得助成金交付の申請があった場合、予算の範囲内で助成を行うものとする。

助成金額は、免許取得に係る費用（消費税は含まない）の２分の１（千円未満切捨て）とし、大型免許の取得には７万円、中型免許の取得(限定解除含む)には５万円、特例教習の受講については、受講費用（消費税は含まない）の３分の１（千円未満切捨て）とし、１０万円を限度に助成し、１会員事業者あたり１名の助成を行う。

２　国からの助成金が交付されている場合及び従業員が個人で免許取得費用を支払った場合は、助成金を交付しない。
（助成金の交付申請）

第４条　助成金の交付を受けようとする会員事業者は、様式1の「大型・中型免許取得助成金交付申請書」に「現在(取得前)の運転免許証の写し」を添付して、協会に申請するものとする。
２　申請期限は、当該年度の１月３１日までとする。ただし、予算額に達した時点で、申請を締切るものとする。
（助成金の交付決定）

第５条　協会は、前条の申請があった場合、速やかにその内容を審査し、適正と認めたときは、助成金の交付決定をし、様式2「大型・中型免許取得助成金交付承認書」により、申請者に対し通知するものとする。
（精算方法）

第６条　会員事業者は、従業員の免許証取得後、様式3の「大型・中型免許取得助成金請求書」により請求するものとする。その際、「領収証(事業者負担)の写し」、「健康保険証の写し」、「取得後の運転免許証の写し」、「特例教習受講の修了が確認できる書類」を添付し、協会に当該年度の２月末日までに請求する。但し、２月末日が土日の場合は、直前の金曜日とする。
（助成金の交付）

第７条　協会は、前条による助成金の請求書の提出があったときは、速やかにその内容を審査し、予算の範囲内で当該助成金額を確定して、会員事業者に助成金を支払うものとする。

（附　則）
本要綱は、令和３年３月１８日より施行する。
令和４年１０月２７日　一部改正
令和５年　３月１７日　一部改正


